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会　　　　期：2024 年 10 月 4 日（金）〜 6 日（日）

会　　　　場：パシフィコ横浜
	 　（横浜市西区みなとみらい 1-1-1　TEL：045-221-2155）

大 会 長：橋口 照人（鹿児島大学病院　検査部長）

副 大 会 長：山口 宗一（鹿児島大学病院　副検査部長）

大会事務局長：波野 史典（鹿児島大学病院検査部　臨床検査技師長）
	 　TEL：099-275-7141
	 　E-mail：jcls56th@gmail.com

事前参加登録期間（1 次）：2024 年 9 月 1 日（日）～ 9 月 13 日（金）
	 　　　　　　※ランチョンセミナー事前予約可能期間
事前参加登録期間（2 次）：2024 年 9 月 14 日（土）以降　大会当日まで

大会テーマ：「Knowledge, Heart and Humanity 〜知と愛と人と〜」

日本医療検査科学会

第 56 回大会 大会公告（第 4 報）
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――― プログラム大綱 ―――
特 別 講 演：HIV 感染症：世界の動向と日本（仮）
	 演　者：松下 修三（�熊本大学ヒトレトロウイルス学共同研究センター　抗ウイルス療法 

血液疾患研究共同研究講座）

教 育 講 演 1：高齢化社会への心構え：フレイルを背景とした心不全（仮）
	 演　者：大石 　充（鹿児島大学大学院医歯学総合研究科　心臓血管・高血圧内科学）

教 育 講 演 2：電子カルテの未来像（仮）
	 演　者：宇都 由美子（鹿児島大学病院　医療情報部）

招 待 講 演
	 1．Innovative practice of thrombus and hemostatic detection
	 　　　演　者：�Xuefeng WANG（Department of Laboratory Medicine, Ruijin Hospital, 

School of Medicine, Shanghai Jiaotong University）
	 2．Laboratory Diagnosis of malaria using molecular approach
	 　　　演　者：�Ming GUAN（Department of Laboratory Medicine, Huashan hospital, 

Fudan University）

シンポジウム 1：臨床検査と AI
	 1．臨床検査でAI が出来ること（仮）
	 　　　演　者：佐藤 正一（順天堂大学 医療科学部　臨床工学科）
	 2．ロボット・AI の病院検査部への導入の取組み（仮）
	 　　　演　者：伊藤 弘康（藤田医科大学　医学部　臨床検査科）
	 3．臨床検査センターにおけるAI の開発・実装の取り組み（仮）
	 　　　演　者：二田 晴彦（株式会社エスアールエル　研究開発本部）
	 4．臨床検査における画像判定AI の開発と実装に向けた取り組み（仮）
	 　　　演　者：山下 英俊（合同会社H. U. グループ中央研究所　基盤研究部）

シンポジウム 2：臨床現場に生きる微生物検査
	 1．Diagnostic Stewardship とそのトピックス（仮）
	 　　　演　者：小佐井 康介（長崎大学大学院医歯薬学総合研究科病態解析・診断学分野）
	 2．微生物学迅速診断の最近の動向
	 　　　演　者：藤谷 好弘（札幌医科大学医学部感染制御・臨床検査医学講座）
	 3．AMRに活かす微生物検査
	 　　　演　者：上地 幸平（京都橘大学　健康科学部）
	 4．微生物学検査室と臨床現場のコラボレーション
	 　　　演　者：清祐 麻紀子（九州大学病院　検査部）
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シンポジウム３：難病に寄り添う臨床検査
	 1．全身性アミロイドーシスと臨床検査
	 　　　演　者：山田 俊幸（自治医科大学　臨床検査医学講座）
	 2．IgG4 関連疾患と臨床検査
	 　　　演　者：上原 　剛（信州大学医学部　病態解析診断学）
	 3．ファブリー病と臨床検査
	 　　　演　者：樋口 公嗣（�鹿児島大学大学院医歯学総合研究科　心臓血管・高血圧内科学）
	 4．自己免疫性後天性凝固因子欠乏症と臨床検査
	 　　　演　者：山口 宗一（鹿児島大学大学院医歯学総合研究科　血管代謝病態解析学）

シンポジウム４：災害 —過去から未来へどれだけの教訓が活かせるか—
（私立医科大学臨床検査技師会共催）

	 座　長：津田 喜裕（近畿大学病院）
	 　　　　三志奈 賢司（埼玉医科大学病院）

	 1．演題未定
	 　　　演　者：光藤 　尚（埼玉医科大学　脳神経内科・脳卒中内科）
	 2．震災に対応できる検査室を目指して
	 　　　演　者：嶋村 啓太（熊本大学病院　中央臨床検査部）
	 3．能登半島地震における日臨技リエゾンの活動について
	 　　—組織と現場を繋ぐ架け橋としてできること—
	 　　　演　者：奥沢 悦子（八戸市立市民病院　救命救急センター）
	 4．災害支援者としての臨床検査技師に求められるも
	 　　　演　者：太田 麻衣子（亀田総合病院　臨床検査部）

国際交流シンポジウム
	 1．�Mitochondrial transcription factor A, TFAM, prevents mice from high-fat-diet-

induced diabetes mellitus
	 　　　演　者：Dongchon Kang（Kashiigaoka Rehabilitation Hospital）
	 2．Use of Nucleic Acid Amplification Testing in Infectious Disease Practice
	 　　　演　者：�Katsunori Yanagihara（Department of Laboratory Medicine, Nagasaki 

University）
	 3．The clinical use of LC-MS（仮）
	 　　　演　者：�Wei GUO（Department of Laboratory Medicine, Zhongshan Hospital of 

Fudan University）
	 4．Clostridioides difficile Infection in inflammatory bowel disease（仮）
	 　　　演　者：�Min LI（Department of Laboratory Medicine, Renji Hospital, School of 

Medicine, Shanghai Jiaotong University）

	 Young Scientist Symposium
	 国内演者 3名、海外演者 2名
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モーニングセミナー 1
	 医療 DXで加速する臨床検査：デジタルバイオマーカーの展望（仮）
	 　　　演　者：山川 俊貴（奈良先端科学技術大学院大学　情報科学領域）

モーニングセミナー 2
	 薬物代謝と臨床検査（仮） 
	 　　　演　者：寺薗 英之（鹿児島大学病院　薬剤部）

技術セミナー
　科学技術セミナー、遺伝子・プロテオミクス技術セミナー、POC セミナー、POC 更新セミナー
　血液検査機器技術セミナー、医療情報技術セミナー、微生物検査・感染症技術セミナー
　生理検査技術セミナー、一般検査技術セミナー

機器・試薬セミナー、ランチョンセミナー、サテライトセミナー

RCPC

論文賞受賞講演、優秀演題賞講演、JACLaS International Award 受賞講演
JACLaS Award Ⅰ・Ⅱ受賞講演


